
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的：少子高齢化を背景とした社会問題に焦点をあて、多様な世代が参加できるまち

をどう作るか学び、企画を考え、実践します。それにより学生の課題解決力の

向上を目指します。 

取組：子どもや高齢者の居場所づくりや料理交流企画、オンデマンド型地域イベント

の企画を立案し、実施しています。 

地域でつながりをつくる必要性の背景 
① 未婚化（家族関係の縮小） 

② 共働き世帯の増加 

③ 子どもの遊びの変化（遊びの商業化と関係の縮小） 

④ 日本の高齢者の社会的孤立の高さ 

⑤ 日本の近隣関係の疎遠化 

⑥ 自治会・町内会の支え手の高齢化 

⑦ コロナ禍による孤立・閉じこもり・フレイルの増加 

⑧ コロナ禍による子どもの地域行事の消滅 

A班の活動紹介 
岩田西公民館で 7 種類のゲームを 90 分間で体験してもら
うボードゲームの企画を実施。子ども同士のコミュニケー
ションを大事にした企画でした。大阪ガスとコラボして料
理で交流を促す研修会にも参加しました。 

宍戸ゼミの班の構成 
A アフターコロナの地域行事復活班 

B 子どもの居場所づくり班 

C 高齢者の健康づくり班 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B班の活動紹介 
瓢箪山と枚岡西の地域で対面型とオンデマンド
型の子どもの居場所づくりを企画しました。今
年のテーマは SDGs。リサイクル品でつくる射
的ゲームも考案しました。 

C班の活動紹介 
高齢者のボランティア団体 NALC や高齢者向
け優良賃貸住宅のベルデ石切とコラボして、
高齢者の集い場づくりやフレイル予防講座を
開催しました。開眼片足立ち時間や Time Up 
& Go テストで転倒リスクの測定もしまし
た。ファミリーサポートセンターとコラボし
てクリスマスでスノードームを作る企画も実
施しました。 


